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ごあいさつ

⽇頃よりKOCAに温かいご⽀援とご理解をお寄せいただき、⼼より感謝申し上げます。
新年が明けて、あっという間に1ヶ⽉が過ぎました。みなさん、元気にお過ごしでしょうか。
2020年3⽉に新型コロナウィルス感染症の感染拡⼤のため、全てのJICA海外協⼒隊が⼀時帰国してから、

2020年11⽉にベトナムに再派遣されるようになり、その後も少しずつ派遣が再開され、2022年12⽉末には累積
派遣⼈数が 900 名になりました。
このような流れに伴って、2022年はKOCAも対⾯での表敬訪問に同⾏し、壮⾏会を開き、協⼒隊ナビを実施す

ることができました。この1年で12名の新隊員と出会い、派遣前訓練の様⼦や任国での活動内容などを聞かせても
らいました。出発まで１〜3ヶ⽉あったため、時には新隊員もKOCAの⾏事に参加されるなど、派遣前から新隊員と
KOCA会員のつながりが⽣まれたのはとても嬉しいできごとでした。

このご縁を⼤事にして、2023年は世界各地で京都出⾝隊員が取り組む活動を会員のみなさんや京都府⺠に
広く知ってもらえるように、KOCAニュースや事業を通じて取り組んでいきたいと思います。また、次代を担う⼈たちの
国際交流や国際協⼒に対する興味・関⼼が増すような活動を、⼩さくてもいいから⼀歩ずつ進めていきたいです。
今年も引き続き、ご⽀援ご協⼒をどうぞよろしくお願いします。

リニューアル vol.3

Profile
⻲村 佳都 （かめむら かづ）
2004-1/ニカラグア/環境教育
2018年 KOCA理事
2022年 KOCA会⻑

◁楽しくてピョンピョン⾶び跳ねるような1年にしていきましょう!
（左京区岡崎神社にて）
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10/15（⼟）13:00-18:00に⾏われていた「上京まちづくりフェ
スタ」に参加し、協⼒隊ナビのブースを出しました。JICAのホームペ
ージを⾒て訪れた、⼤学⽣と保育⼠の個別相談のほか、来場者で
興味を持ってくれた5名に対してJICA海外協⼒隊の概要を伝え、そ
れぞれの仕事やスキルを聞きながら、協⼒隊の活動についてじっくり
話しました。
今回は、京都外国語⼤学の「Nepalink(ネパリンク)」というネパ
ールの⽀援活動をするグループと⼀緒にブースを運営したため、
Nepalinkは活動紹介やネパールの雑貨販売を⾏い、KOCAはネ
パールOB⽯井さんの協⼒を得て活動写真を展⽰したり、ネパール
での経験を伝えたりしました。

秋募集に合わせて「協⼒隊ナビ」を開催しました

10⽉から12⽉にかけて6回開催した協⼒隊ナビを会場ごとに紹介します。

⻄陣織会館（京都市上京区）にて

フェスタ全体では250⼈以上の参加があり、来場者だけでなく出店者もブースを訪ね歩いたため、⼤賑わいでした。
ブース出店を終えて、⼤学⽣は「今までイベントに出店した中で、⼀番多くの⼈に活動を伝えることができ、雑貨を買っ
てもらえました」と喜んでいました。私たちにとっても、イベントを通じて国際協⼒を実践する⼤学⽣とつながる良い機会
になりました。
さらに、コロンビアOBの橘さんが取り扱うコロンビア産コーヒーのサンプル配布や販売もしてみたところ、多くのお客さんが
興味を⽰し、⼿に取ってくれました。

10/21、11/11、12/2の⾦曜⽇13:00-16:30に開きました。参加
者は、10/21は⼀般参加者2名とKOCA会員・協⼒隊OB4名の合計
6名、11/11は3名ずつで合計６名、12/2は5名と7名の合計12名で
した。
毎週⾦曜⽇にカレー屋さんを開くTANTOマスターの全⾯協⼒により、
「気軽な雰囲気で協⼒隊に興味ある⼈の相談に乗りたい」「協⼒隊OB
の親睦を深めたい」と場を探す私たちの希望が叶い、ネパール仕込みの
おいしいカレーとコーヒー（TANTOでは、「協⼒隊コーヒー」を扱っていま
す）をいただきながら、とても居⼼地の良い雰囲気の中で協⼒隊ナビを
開くことができました。
JICAのホームページを⾒て、市内だけでなく時には和歌⼭県から「⼩
学校教員経験を活かして協⼒隊に参加したい」と相談に来ました。

コミュニティカフェ新⼤宮（京都市北区）にて

春募集の合否発表を待つ⼈との出会いも印象的でした。これまでの社
会経験や参加に対する思いを伺い、共に合格を祈っていたので、数⽇後
に「合格しました」との朗報が届いた時の喜びと⾔ったら︕タイに派遣される
ことが決まったのでタイOBを紹介したところ、タイの活動について⼤いに話が
盛り上がり「派遣前の不安がどんどん消えていきます」と伺いました。
「秋募集に応募します」という⼈とは具体的な相談をし、「協⼒隊には
関⼼があるけれど、イマイチやりたいことが分からなくて」という⼈には、これま
での経験や好きなこと、得意なこと、将来の展望など⾊々とお話を聞き、
⼈⽣の選択肢の⼀つとして協⼒隊への参加を紹介しつつ、⼈⽣そのもの
を応援する気持ちで語らいました。
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京都市国際交流会館(京都市左京区)にて
こちらでは、まず、11/3（⽊・祝）kokokaオープンデーのブース出店に合わせて開催しました。JOCA⼤阪と

⼀緒に、SDGsの⽸バッジづくりと並⾏して、3名の協⼒隊に関⼼のある⼈の相談に乗りました。⽸バッジは⾏列
ができるほどの⼈気でしたが、スリランカ OBの坂根さんとネパールOBの⽯井さんが対応し、語学⼒に⾃信の無
い⼈を励まし、⼩学校教員経験を活かしての応募を考える⼈にアドバイスをしました。

続いて11/25（⾦）は、JICAの協⼒隊パネル展⽰に合わ
せて⾏いました。「将来は海外で暮らしたい」と話す⼥性は、協
⼒隊のほかワーキングホリデーや留学のことも考えていました。そ
の違いが書かれた冊⼦を渡すととても喜んでいました。展⽰やク
ロスロードを⾒ながら、協⼒隊のことを紹介しました。他にも、「語
学が好きで」「臨床⼼理⼠として国際貢献したい」とJICA海外
協⼒隊に関⼼を持つ⼈が訪れました。
全ての会を通じて、新たな出会いがあり、JICA海外協⼒隊に

関⼼がある⼈たちに直に接して「もっと関⼼ある⼈たちと話せる
場があったらいいな」と思いました。

JICA海外協力隊 2022年秋募集説明会in京都

11/1（⽕）〜12/12 (⽉)までの秋募集期間に合わ
せ、京都府内で募集説明会がありました。春募集は1回の
みでしたが、秋は京都市2回、舞鶴市1回の合計3回と増え
ました。11/10は16名、11/22は17名、12/4は6名の参
加でした。オンライン説明会も選べるようになり、50名、60
名と会場を埋め尽くすほどの参加は過去のことになりつつあり
ますが、アットホームで話しやすい雰囲気でした。参加者から
すると、参加者⼈数はあまり関係ないかもしれませんね。

11/10のキャンパスプラザ京都での募集説明会では、冒
頭にKOCAについて紹介する時間をいただきました。また、9
⽉の協⼒隊ナビの参加者3名から声をかけてもらい、再会を
喜びました。応募前から出会った⼈たちがいつか協⼒隊に参
加して、帰国後もOBとして仲間になる、そんな⻑いつきあい
ができたら嬉しいなあと今から思っています。
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京都府民交流フェスタに出店しました

恵まれた晴天の中、 11月3日（木・祝）に京都府立植物園で開催された「京都府民交流フェスタ」
の京都府国際センターのブースに、JICA関西と一緒に出店しました。

コロナ禍で例年より縮⼩となり、1ブースにいくつかの団体がひしめき合っていまし
たが、コロナ対策で⼩さくしたけれど、600⼈を超える参加者で、かえって密になる
というハプニングがありながらも、⼤盛況のイベントでした。内容も展⽰とクイズ。ク
イズに答えた⼈にガラガラ抽選というシンプルなものでしたが、⼤⼈から⼦供まで楽
しんで頂けてとても良かったと思いました。
協⼒隊PRとしては、クイズを通して存在を認識してもらう。パンフレットをもって

帰ってもらって、読んでもらう程度ではありましたが、興味関⼼を持っていただくには
⼗分だったかと思いました。
ただ、⼩学校低学年以下の⼦供さんも多く、対象年齢が20歳からという事も

あり、⼩学校⾼学年対象以上のパンフレットしかありませんでしたが、国際理解の
観点から、低学年以下のパンフレットも必要ではないかと思いました。
参加者⼈数が想定より多く、⾏列が出来、ブース内で収まりきらずで、休む間

もなく1⽇が過ぎましたが、京都府国際センターの職員、名誉友好⼤使、JICAか
らのお⼿伝いがなければ、回って⾏かなかった1⽇でした。
KOCAメンバーも、⾏事が被っているにも関わらず、10⼈近くブースの様⼦を

⾒に⽴ち寄ってくれました。久しぶりのイベントで、有意義な1⽇を過ごせたことに
感謝します。

（報告 岡本）

KOCAの親睦会〜秋のイベント巡り〜

kocanetで呼びかけて集まったKOCA会員5名と2022年度2次隊として派遣される新隊員の６名で、11/3（⽊・
祝）に開催された「京都府⺠交流フェスタ」と「kokokaオープンデー」の⼆つのイベントを巡りました。

雲⼀つない⻘空の下、最⾼の散策⽇和になりました。無料開放された府⽴
植物園に⼊り、コスモスやバラなどの花を眺めながら、KOCAのブースを⽬指して
歩きました。ブースにたどり着くと、クイズに答えると景品が当たる抽選ができるとい
う企画が⼤ヒットしていて⻑蛇の列。私たちもクイズに挑戦するため列に加わりま
した。結果はみんな、参加賞のボールペンをもらいました。「コーヒー⾖を当てたか
ったなあ」などと感想を⾔い合う中「ちょうど昨⽇ボールペンのインクが切れたところ
だったから嬉しいなあ︕」と喜ぶ声を聞き、つられて「ボールペン、ありがたいわ〜」
と⼀緒に喜びました。もし⼀⼈で来ていたら、クイズには参加しなかったかもしれ
ないと思うと、みんなで歩いて、体験できて楽しさ倍増だったことは間違いなしで
す。
地下鉄に乗って北⼭から蹴上へ移動し、13時頃、京都市国際交流会館に

着くとすぐにKOCAのブースを訪ねました。こちらのブースもたくさんの⼈たちで⼤
賑わいでした。ジンバブエに2023-2次隊として派遣されることが決まったばかり
の⼈とKOCAのブースで会い、合格を祝いました。
エジプトやインド、フィリピンなどの多国籍料理を⾷べてから、散策会の締めくく

りに地下鉄五条駅へ向かい、ケニアで理数科教師として活動した協⼒隊OBが
営む「そのうちカフェSNC」へ向かいました。ようやくゆっくりと腰を下ろし、1万歩以
上歩いた疲れを癒し、オーナーとともにおしゃべりをしました。ケニアでの活動写真
を⾒せてもらったり、コーヒー談義をしたりと会話が尽きませんでした。会員同⼠、
親睦を深める良い時間となりました。
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2022年度3次隊表敬訪問

12月16日（金）10:00-10:30＠京都市役所（ケニア 経営管理）
12月21日（水）13:00-13:30＠城陽市役所 （ブラジル（日系） 日本語教育）

12月23日（金）16:00-16:20＠京都府庁（上記2名）

2022
年度
３次隊

壮行
会を

開催
しまし

た

今回は、寒い事もあって、府庁では⾃⼰紹介せず、取り急ぎお店へ向かいま
した。
⼣⾷前の中途半端な時間もあって、メニューを決めるのに時間がかかりました
が、おかげでコミュニケーションもとれ、和やかな雰囲気で始まりました。
まずは⾃⼰紹介。⻲村会⻑を先頭に、それぞれの今の所属や、協⼒隊時代
の話の間に、今から⾏く2⼈の隊員の話が挟まり、訓練の今昔や、任地で不安
な事、やりたいこと、そのためにやってきたことを新隊員を中⼼に話をしてもらいま
した。
訓練では、昔あった早朝マラソンが任意になった話や、⼤部屋が個室になった
話。また、任地での不安なことは、⾷事があうかどうか。それによって体調を崩さ
ないかなどの話を、各理事の経験談をもとに共有しました。
新隊員からは、協⼒隊として任地で何をしていきたいか、帰ってきてから何を
したいか、すごく明確なビジョンを持たれていて、希望に満ちたお話を聞かせて頂
き、KOCAの理事もたくさん元気をもらいました。(岡本)

2022年12⽉23⽇(⾦)16時か
ら実施された、京都府庁での表敬
訪問後、烏丸丸太町にあるCafé
Kitchen Bar ツナグにて、1⽉にモ
ロッコとブラジルに派遣される隊員と
壮⾏会を開きました。

2022年度３次隊のみなさん
いってらっしゃい!!

①自己紹介
名前：森岡弘子
派遣国：ブラジル
職種：日本語教育（日系）

①自己紹介
名前：奥村豊
派遣国：ケニア
職種：経営管理

②応募したきっかけ
前職(看護師)に物足りなさを感じ、自分にとってチャレン
ジになりうる仕事をしたかったから。第二言語を一つ修得
したい事もモチベーションになりました。

③訓練所での思い出
宿題が多く寝不足気味で昼休みは必ず昼寝していまし
た。土日は出来る限りリフレッシュするようにしてました。
④派遣に向けての今の気持ちを一言どうぞ

現地の人々の目線に立つ事を忘れずに活動したいと思
います。何よら健康第一に頑張ります。

②応募したきっかけ

小学校の時、日系移民の物語を読み、ブラジル日系社
会に行って何かしたいと思ったこと。日本語教育に異文化
理解が必要だと思ったこともあります。

③訓練所での思い出
語学の勉強に朝からずーっと専念でき、しかもネイティブの

先生と対面で勉強できて、毎日がとても充実してました。
朝ランの景色が最高でした。
④派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ

やりたいこといっぱいですが、焦らず充実して2年間を過ご
せるように頑張り、無事に帰国できるようにしたいです。
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第26回地球っこ講座

テーマ︓貿易ゲームから考える持続可能な世界とわたし

このゲームは、世界の貿易をゲーム形式で楽しみながら、疑
似体験することで、世界経済のしくみや先進国と途上国の格
差の問題などを学び、⼀⼈ひとりが持続可能な世界のために
何ができるかを考えるワークショップです。
⼩学⽣から⼤⼈まで30名の⽅が参加し、国際交流員のケ

イティさんやフランスとアメリカの⽅の参加もありました。他に⽊
津南中の⽣徒さんが参加しているからと⽊津南中の教頭先
⽣が、そして学校で貿易ゲームをする予定があるからと、⾼等
学校の先⽣など、数⼈の⽅々の⾒学もありました。

ゲームの初期設定で、先進技術を持った国に当たったグル
ープや技術や資源の乏しい国に当たったグループなど、スタート
が平等ではないところから始まるので、製品作りや、販売などが
順調に進むグループや限られた技術と資源に困惑するグルー
プなど、いろいろでしたが、他の国と交渉したり、国連の援助を
受けたり、刻々と変わる世界情勢の中、⼯夫しながらお⾦を
獲得していくゲームを楽しんでいました。

⻘年海外協⼒隊OVがいたグループでは、ゲームをしながら
、任地の現実的な話もしてくださっていたので、ゲームにリアリテ
ィ性も加わったようでした。

振り返りでは、技術援助があったから助かった、お⾦も資源
もないから出稼ぎに⾏ったら良かった。お⾦だけではない幸福も
考えていきたいなどいろいろな感想が出ました。

10⽉23⽇(⽇)10時〜12時︓精華町役場の交流ホールで、せいかグローバルネット、精華町との共催で国際
理解講座「地球っこ講座」【貿易ゲーム】を開催しました。
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参加者のアンケートから

・貿易と聞いて難しそうだと思ったが、ゲーム形式で楽しく学べたので良かったと思いました。本当の貿易でもこん
なことをしているのかなと関⼼を持った。
・他の国との関りなどを通して、他国と関わることの⼤切さ、援助の必要性が分かった。
・国どうしの関係は助け合いで築き上げたりするものだと感じた。実際の世界でもそうなってほしい。
・⼩学⽣や中学⽣とチームを作ってのゲーム、楽しかったです。貧しい国、豊かな国の状況を変えるのは難しくて
も、その国でしっかりと⽣きること、他の国と何か⼀緒にすることは⼤切かと思いました。

【10⽉24⽇の京都新聞掲載】

7

また、会場には、JICA海外協⼒隊の活動を紹介する写真パネルを展⽰し、持ち帰り⾃由な資料やパンフレッ
トなどもあり、今回の講座が世界の⾊々な国が抱えている問題や状況を考えるきっかけになり、国際理解の⼀
助になってくれたならと思いました。



第21回日本語による外国人のメッセージコンテスト

（参加者︓発表者8⼈+聴衆48⼈）

12⽉11⽇(⽇) 精華町役場交流ホールで、せいかグローバルネット、精華町との
共催で開催しました。KOCAの⻲村会⻑の開会のあいさつで始まり、
アメリカ、イタリア、インドネシア、韓国、台湾、マレーシア、モンゴルの7か国８名の⽇
本に住む外国⼈の⽅々が「あなたにとって⽇本とは︖〜これまでとこれから〜」をテー
マに⽇本で⽣活していて感じたことを上⼿な⽇本語で発表されました。

「⽇本に来て私の⼈⽣は豊かだと分かりました。」
「⽇本⼈と交流し、⾃分の国について教えたい」
「⽇本に来てから⽣きていくエネルギーが⼤きくなりました」
「交通の便利さと治安の良さで⼀⼈でどこにでも⾏けるようになった」
「⽇本⼈から多くの優しさと感謝の⾔葉を受け、成⻑し夢を実現しました」
「四季ごとに⾊どりの美しいこの国で、私も誰かの⼈⽣に⾊を付けられることを願う」
「⽇本とは幼い頃からアニメや⽇本⽂学に親しみ⼀緒に過ごしてきた幼なじみのようだ」
「ただいま。⽇本にルーツがあるので、⽇本での私の過去をより深く知りたい」

発表の後には、精華⻄中学校国際交流部が「外国のマナー」、⽊津南中学校チャレンジ部が「⽇本の名産と
世界遺産」のクイズで発表者も会場のみなさまと共に楽しみました。

参加されたみなさまからは、次のような感想をいただきました。
・皆さんの⽇本語の上⼿さにとても感動しました。⽂化も⾔葉も違う異国での⽣活、本当に⼤変ですがその中で
苦労、努⼒を重ねられ充実した⽣活をされているようで、とても嬉しい気持ちになりました。
・⾃分が思っているより、留学⽣の⽅々は⽇本に来たことで、⼈⽣に⼤きな影響を与えているのだと知り、それと同
時にとても⼤変な思いもしているので、私も海外に⾏って頑張りたいと思います。
・外国の⽅々の⽇本語スピーチを聞くことは初めてだったので、どのスピーチも興味深く、⽇本とのつながりを語られて
いる姿が⼤変魅⼒的でした。
・⽇本⼈として⽣活していると気づかないことを、今⽇のメッセージを聞くことで、改めて⽇本の良さや海外から⾒た
⽇本を知ることができたので、とても良い機会でした。
・中学⽣のみなさんのプレゼンも知らないことが多くて楽しかったです。楽しい企画でした。

優秀賞
インドネシアの パトリシア ユゴさん
テーマ「私を成⻑させる場所」

韓国の ソン サンドさん
テーマ「⽇本という幼なじみ」

イタリアの ⼆コラ ピアニさん
テーマ「ただいま」

審査の結果
最優秀賞
マレーシアの ティ ジア チェンさん

テーマ「⽇本に来てから」
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⼀⽅ 会場には、JICA海外協⼒隊のパネルコーナーもあり、
・今まで広告等でしか⽬にすることがなかったので、活動者の⽀援⽅法
や活動の広報誌を⾒ることができて、少し⾝近になったように感じる。
・JICAの取り組み等が詳しく展⽰されていて興味を持った。
・⾊々な⽀援があるんだなと思いました。
などの感想をいただきました。

審査員の代表として、KOCAの杉浦理事がコンテスト
の講評を⾏いました。

＊京都⻘少年ゆめネットワーク（愛称︓ゆめっと京
都）から「地域の若者スポットライト事業」として⾼校
⽣が取材に来られました。

2022年11⽉26⽇(⼟)10時半からと14時から、2回に渡ってトークイベント「世界のティータイム―お茶が介する⼈
々の繋がり―」を開催しました。
JICA海外協⼒隊・経験者の⽅、計4名を講師にお招きし、語っていただいたのは派遣国での⽣活と活動について、
そしてその国で出会った「ティータイム⽂化」について。

第2回「世界のティータイム」－お茶が介する⼈々の繋がり―
を開催しました︕

講師の派遣国はスリランカ・モロッコ・パラグアイ・マレーシアと多彩でした。
ティータイムは、それぞれの国の環境や⽂化、価値観を反映したもので、
覗いてみると様々なことが⾒えてくるはず。
「暮らしてはじめて分かる」その国の奥深さを体験することができる、JICA
海外協⼒隊の魅⼒の⼀端を、参加者の皆さんに感じてもらうことができたの
ではないでしょうか。
⾼いところからお湯を注いでつくる、モロッコの⾹り⾼いミントティーや、素朴
な⾵味と美容効果が魅⼒のパラグアイのマテ茶、栄養満点の美味しい飲み
物として国⺠的⼈気を誇るマレーシアの「ミロ」、スリランカのとろけるほどに⽢
いミルクティー。スリランカのお茶の話をしているときに、イベント会場である京
都市国際交流会館勤務のスリランカ出⾝の⽅が聞きに来てくださり、スリラン
カOGとシンハラ語で話す場⾯も。午前・午後の回共に、⼤学⽣や⾼校⽣の
参加があり、また協⼒隊合格者の⽅が⼤阪からも聞きに来てくださっていまし
た。
イベントの会場は、同時に⼤阪府OV会の作成した「暮らしてはじめて知っ
た・どローカルごはん」のレシピパネルを中⼼とした、展⽰の会場となっていまし
たので、参加者は前後で協⼒隊たちの書いたレシピや隊員の活動の様⼦を
パネルで⾒て楽しんでくださっていました。

＜ご協⼒くださった協⼒隊OV（派遣国・職種）＞
★⾼⼭玲⼦さん（スリランカ・環境教育）
★髙橋ちぐささん（モロッコ・建築）
★湯村静⽣さん（パラグアイ・看護師）
★鷲⾒ゆきこさん（マレーシア・養護）
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VIVA COLOMBIA連載
橘佳祐さんによる
H23-1 (2011-1) コロンビア 野球

10

今回は、⽇本とコロンビアでの楽しみ⽅の違いについてお話しできればなと思います。

軟式ボールを確保した今、ボールに対する怖さや、痛みからは逃れられる環境を作ることができました。
コロンビア共和国では、野球の道具は決して多くはないので、数が確保できて、尚且つ⻑く使える軟式ボールはとても
貴重なのは、前回お話しした通りです。

ここからは、楽しみ⽅について。私がとても苦労した部分です。

コロンビアの⼈たちは楽しむことが⼤好き。
⾳楽を聴くのも、ダンスをするのも、⼈と会話するのも、常に全⼒。
"楽しいことが⼀番。明⽇なんて考えずに今⽇を⽣きようぜ︕"と⾔わんばかりに⽇々を送っています。
実際に、細かいことを⾊々気にしていた私は、
"そうだ。細かいことは⾊々考えずに⼈⽣楽しむことが⼤切︕”
と思わせてもらうことができたし、⽇本に帰ってきてからもくよくよと悩む⾃分は居なくなった。というより、切り替えがすぐに
できるようになりました。

ただ、私たち⽇本⼈は楽しむことも最終的には⼤切だけれどその前の過程が⼤切だという考えがあります。

楽しむ前にやるべきことをやる。
野球でいえば、試合をする前にまずはしっかりと練習をたくさんする。

そんなところでしょうか。

実際に、私は⼤学時代まで野球をしていましたが、そのような状況でした。
1に練習、2に練習、、、といった具合に試合(楽しむもの)の前にまずは練習をする。

私も、練習が全てで、それが試合に出ると思っていました。
いや、今でもそう思っています。

そのために練習を100%で。
それが"ジャパニーズスタイル"なのかもしれません。
ただ、コロンビアでは、試合がメイン。

私が担当していた⼦どもたちからもよく
"試合はいつするの︖今⽇は練習だけ︖"
と毎回のように質問されました。

彼らにとっては、試合がすべて。
試合こそ100%を出し切る場所。
そして全⼒で楽しむ場所。

というイメージ。




